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大平中央小の歩み
【沿革史】 【研究史】

年 月 内 容 年 内 容

S.５５ ４ 大平町立大平中央小学校 開校 Ｈ.元 町教委指定「同和教育研究」

７ 鉄筋プール完成 ＰＴＡ設立総会 県教委指定「ボランティア活動協力校」

５６ ３ 校旗・校歌制定 ２ 町教委指定「同和教育研究」

６１ １ 校舎増改築完成 県教委指定「いきいき教育活動実践校」

H. 元 １１ 創立１０周年記念式典 ３ 町教委指定「ボランティア活動協力校」

９ ９ 児童用パソコン２０台設備 ４ 町教委指定「高齢者福祉教育推進事業」

１１ ４ 言語障害通級指導教室開設(１クラス) ７ 町教委指定「同和教育研究」

１１ 創立２０周年記念式典 ８～９ 県教委指定「いきいきマイスクールインとちぎ」

記念遊具設備（クライミングネット） １１ 県教委指定「高齢者福祉教育推進事業」

１２ ４ 外国人子女教室開設 １２ スクールカウンセラー活用調査研究

１８ １０ 耐震補強工事、大規模改修工事完成 １３ 県教委指定「新教育課程定着プロジェクト校」

２０ ８ 階段室天井吹付け材撤去工事 １４ 県教委指定「獣医師との連携推進モデル校」

２１ １１ 創立３０周年記念式典 １５ 町教委指定「人権教育研究」

２２ ３ 市町合併により １６ 町教委指定「学習障害児指導体制充実モデル校」

『栃木市立大平中央小学校』と改名 ２１ 町教委指定「人権教育研究」

４ 特別支援学級（情緒)開設 ２２ 文科省「子どもの読書活動優秀実践校」表彰

２５ ８ 体育館耐震補強工事 25～26 市教委指定「ＩＣＴ活用モデル校」

２７ ８ 校舎内トイレ洋式化工事 27～28 市教委指定「外国語教育実践研究校」

２８ ３ 教室照明ＬＥＤ化工事 ２９ 市教委指定「小中一貫ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙ」

２８ ８ 教室等エアコン設置工事 ３０ 市教委指定「道徳教育推進校」

３０ ７ エレベーター更新工事 R.元 道徳教育推進研究公開

R. ２ ２ 創立４０周年記念式典

３ ４ 児童一人一台タブレット端末配備



学校経営計画
１ 教育目標
(1)大平南ブロック教育目標

☆身に付けたい力 ○やりぬく力 ○学び続ける力 ○つながる力
☆目指す子ども像

(2)本校教育目標

２ 学校経営方針・目指す学校像・目指す教師像
(1) 学校経営方針

栃木県・下都賀地区・栃木市の教育計画や重点等を踏まえ、学校運営協議会の合意に基づき、本校児
童に知・徳・体にわたる調和のとれた「生きる力」を育むため、地域・家庭・中学校区の小中学校と連
携・協働し「ともに学び合い、ともに支え合う、元気一杯の学校」を目指し、児童や地域の実態・特性
を踏まえた特色ある教育活動を推進していく。

○ 安全・安心な学校を基盤に、心身の健康の保持増進と自他を思いやる温かな心、善悪の判断力を身に
付け、主体的に考え表現できる児童を育てる指導の工夫に努める。（｢カリキュラム･マネジメント｣の推
進）

○ 特別支援教育の視点に立った児童理解を基に、児童が自律することを目指し、自己肯定感や自己有用
感を味わえるような指導・支援に努める。（｢特別支援教育｣「児童指導」の推進）

○ 幼保・小・中の学びの連続性と一貫性のある教育を行い、保護者・地域とともに質の高い学びと持続
可能な教育活動の実現に努める。（｢社会に開かれた教育課程｣の推進）

○ 教育公務員としての自覚と覚悟をもち、互いに協働し、授業を中心とした指導力の向上と業務改善に
努める。（資質・能力の向上）

(2)目指す学校像

(3)目指す教師像

３ 身に付けたい力・目指す児童像

ふるさとに誇りをもち、ともに夢に向かってたくましく生きる児童・生徒の育成

じょうぶな子 よく考える子 支え合う子

「ともに学び合い、ともに支え合う、元気一杯の学校」

ー挨拶(会釈)・返事・整理整とん・靴揃えの習慣化と自尊感情の育成ー
○ 安全に、そして安心して学ぶことができる学校

○ 一人一人が大切にされ、可能性を伸ばせる学校

○ 学ぶことの楽しさを実感できる学校

○ 人として成長できる学校

○ 学びや育ちが異校種間でつながり、地域とともにある学校

「自信と誇りをもって子供たちと向き合える教職員」

－元気、根気、前向き－
○ 元気一杯、笑顔一杯に、粘り強く前向きに挑戦する教職員

○ 子供を敬愛し、子供から学び、子供に寄り添うことができる教職員

○ 指導力向上を目指し、主体的に学び続ける教職員

○ コミュニケーションを図り、協働できる教職員

○ 豊かな人間性を身に付け、やりがいを感じることができる教職員

目
指
す
児
童
像

（ じ ょ う ぶ な 子 ）
あ き ら め ず に 挑 戦 す る 力

（ よ く 考 え る 子 ）
自 分 で 考 え 伝 え る 力

（ 支 え 合 う 子 ）
自 分 と 友 達 を 大 切 に す る 力

○健康で安全な生活態度を身に

付ける。

○運動に親しみ、進んで体力の

向上に努める。

○夢や希望をもち､根気強く努力

を続ける。

○基礎的、基本的な学び方や学習

習慣、学習内容を身に付ける。

○自ら考え、判断し、伝えること

ができる。

○学ぶ楽しさと分かる喜びを実感

できる。

○基本的な生活習慣と節度ある態度を

身に付ける。

○人と関わり、人を敬い、人の嫌がる

ことをしない。

○人としてよりよく生きるために、心

を鍛える。



《教職員一覧》 ○は学年主任 Ｒ４．４．８現在

番号 職 名 氏 名 担 当 番号 職 名 氏 名 担 当

１ 校 長 阿部信太郎 学校運営 ２５ 教 諭 髙岩麻祐子 特別支援学級（知）

２ 教 頭 新村 信夫 学校管理 ２６ 教 諭 江田 大希 特別支援学級（知）

３ 教務主任 荒川 達城 教育課程 ２７ 講 師 時田 優子 特別支援学級（自･情）

４ 事務長 町田貴美子 事務全般 ２８ 教 諭 江田 成美 ことばの教室

５ 教 諭 野邉 和博 学習指導・学力向上 ２９ 教諭（再） 茂呂 昌代 ことばの教室

６ 教 諭 和久井知世 ○１の１ ３０ 教諭（再） 永島由美子 ことばの教室

７ 教 諭 伊藤 玲菜 １の２ ３１ 教 諭 横塚 直美 日本語教室

８ 教 諭 岸 結菜 １の３ ３２ 講 師 小林 紗千 児童支援

９ 教 諭 髙嶋 由香 ○２の１ ３３ 養護教諭 大岡 弘子 保健全般

１０ 教 諭 出島 夏帆 ２の２ ３４ 教諭（再） 高木 紀之 初任者指導

１１ 教 諭 中村 仁美 ２の３ ３５ 非常勤講師 川島 哲 新採後補充指導

１２ 教 諭 藤野 絵子 ○3の１ ３６ スマイル非常勤講師 白石和貴子 低学年支援

１３ 教 諭 菊地 優花 ３の２ ３７ スマイル非常勤講師 大浦みどり 低学年支援

１４ 教 諭 髙橋 繁 ３の３・児童指導 ３８ 技能員 落合 裕司 営繕美化全般

１５ 教 諭 鈴木 憂子 ○４の１ ３９ 図書事務員 森谷 好子 文書・図書事務

１６ 教 諭 老沼 晃子 ４の２ ４０ 学校支援員 赤間 茂 特別支援教育支援

１７ 教 諭 永井 良和 ４の３ ４１ 学校支援員 中里 敬子 特別支援教育支援

１８ 教 諭 山田 暁文 ○５の１ ４２ 学校支援員 鈴木 淑子 特別支援教育支援

１９ 教 諭 阿部 智聡 ５の２ ４３ 日本語指導員 半田 幸子 日本語指導

２０ 教 諭 大栗 奈穂 ５の３ ４４ ＡＬＴ ジャナ・メイ・ポリンタン 外国語指導

２１ 教 諭 青木 美諭 ６の１ ４５ ＡＬＴ セーラ キシックスキール 外国語指導

２２ 教 諭 青田 悠志 ６の２ ４６ 教 諭 山口 絵美 （育休中）

２３ 教 諭 田中 真人 ○６の３

２４ 教 諭 堤 美香 特別支援学級（知）

《学校課題研究》
【研究主題】
『自ら考え、友達と共に学び合う児童の育成、

～読み解く力を育む授業の工夫～』
【研究の概要】
南中ブロック小中一貫教育を基盤に、

国語、社会、算数、理科の４教科におい
て、「ＩＣＴを活用した学び合い」、「読
み解く力」を軸に、それぞれの学習に必
要な読み解く力を明確にし、授業の工夫
や改善を図る。

《児童数・学級数》 Ｒ４. ５. １ 現在

学年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特支 合計

男子 ４１ ５２ ３７ ４４ ４５ ５４ １６ ２８９

女子 ４３ ４８ ４８ ４３ ４４ ４８ ９ ２８３

計 ８４ １００ ８５ ８７ ９０ １０２ ２０ ５７２

学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ４ ２２

＊ 通常の学級１８ 特別支援学級４（知３、自・情１）
言語通級指導教室２ 日本語教室１



《主な行事予定》

４月 始業式 入学式 11月 ６年修学旅行
授業参観 持久走大会
家庭訪問 芸術鑑賞会

５月 １年生を迎える会 12月 校内人権週間
避難訓練 南中進学説明会
プール開き 終業式
４年宿泊学習 冬休み

６月 スポーツ交流会 1月 始業式
７月 終業式 校外児童会
８月 夏休み 学力テスト

個人面談 なわとびチャレンジ
９月 始業式 ２月 避難訓練

ワールド集会 一日入学
ＰＴＡ奉仕作業 学校開放日
授業参観 ３月 ６年生を送る会
５年宿泊学習 お別れ式
引き渡し訓練 卒業式
各学年現地学習 修了式
（～10月） 春休み

10月 運動会
校内読書週間

《日課表》
内 容 時 間

児童登校 ～ ８：１０
朝の活動 ８：１０～ ８：２０
朝の会 ８：２０～ ８：３５
１校時 ８：３５～ ９：２０
２校時 ９：２５～１０：１０
休み時間 １０：１０～１０：２５
３校時 １０：３０～１１：１５
４校時 １１：２０～１２：０５
給食 １２：０５～１２：５０
昼休み １２：５０～１３：２０
清掃 １３：２５～１３：４０
５校時 １３：４５～１４：３０
６校時 １４：３５～１５：２０
帰りの会 １５：２０～１５：３０

業間活動（B日課２校時終了後）
教育相談、練習（運動会・持久走等）、卒業式練習等

昼休み
金：「なかよし班」による縦割り共遊（年８回）
チャレンジタイム
火・木：国・算の学習 8:10～8:20

読み聞かせ 月・水：朝の読書 8:10～8:20
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